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【手続補正書】
【提出日】平成23年6月17日(2011.6.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　端部同士を合わせ固定した接合端を有するループコードと、
　前記接合端がインサート成形されて固定支持する、該接合端よりも大径の止め球とを備
えたことを特徴とする工具吊り下げ用連結装置。
【請求項２】
　請求項１記載の工具吊り下げ用連結装置において、
　前記端部同士を合わせ固定した接合端には接合固定塊が設けられループコードのインサ
ートの抜け止め端を形成していることを特徴とする工具吊り下げ用連結装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明の目的は、上記従来の吊り下げ用連結装置における問題に鑑み、端部を抜け止め
形状に接合したループコードとこれをインサートとして受け入れた状態で固定支持する止
め玉のみで構成し、部品点数の増加や作業性の悪化を防止して作業者と工具とを連結する
ことができる工具吊り下げ用連結装置を提供することにある。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　この目的を達成するために、本発明は次の構成よりなる。
（１）端部同士を合わせ固定した接合端を有する縒り線が用いられたループコードと、
　前記接合端をインサート成形されて固定支持する、該接合端の抜け止め形状よりも大径
の止め球とを備えたことを特徴とする工具吊り下げ用連結装置。
【手続補正４】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
（２）（１）記載の工具吊り下げ用連結装置において、
　前記端部同士を合わせ固定した接合端には接合固定塊が設けられループコードのインサ
ートの抜け止め端を形成していることを特徴とする工具吊り下げ用連結装置。
（３）（２）記載の工具吊り下げ用連結装置において、
　前記抜け止め端の抜け止め形状である接合固定塊は溶接または半田付けにより、前記抜
け止め端を異形または肥大化させたものであることを特徴とする工具吊り下げ用連結装置
。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
１　工具吊り下げ用連結装置
１Ａ　ループコード
１Ａ１　接合部
１Ａ２　接合固定塊（抜け止め端）
１Ｂ　止め球
２　掛け止め具
Ｔ　スパナ
Ｇ　隙間
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